
2 年 1 月 10 日
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3 年 11 月 1 日 (

元 年 5 月 1 日 ～ 2 年 4 月 30 日 カ月 ）

（ 　日） ＊認定期間半年の場合90日、1年の場合180日、2年の場合360日としてください。

□ １．現在と同程度短期入所を利用をしながら、在宅生活を維持していく。

■ ２．現在入所を申し込んでいる。（施設名、入所の順位等待機状況）

□３．その他

短期入所利用日数合計 （ 2 年 1月は予定日数）

※記入欄が不足する場合、別紙等に必要な事項を記入し添付してください。

R1.9

要介護認定有効期間のおおむね半数を超える短期入所利用に関する理由書

R2.1

作成年月日 令和

189日

現 在 ま で の
短 期 入 所
利 用 日 数

R1.10 22日

R1.6

R1.7

家 族 の 状 況
及 び 介 護 力

＊同居家族以
外の状況につ
いても記入し
てください。

障害高齢者自立度 C

特別養護老人ホーム○○○○荘

180

要介護状態区分 要介護４ 認知高齢者自立度

利 用 施 設 名

Ⅱb

　利用者、妻（91歳）、長男（69歳）、長男の妻（68歳）、長男の長男（39歳）の5人家
族。主介護者は長男の妻。利用者の妻は要介護2、長男は要介護1で、ともにデイサービスを
利用しながら在宅で生活している。長男の長男には生まれつき重度の障害があり、長男の妻
はその介護もあるため、利用者の介護は困難な状況にある。甘木に長女(67歳）、福岡市内
に次女（65歳）が住んでおり、可能な限り支援は行っているが、短期から家に戻る月に2～3
日程度が限界である。以前、利用者と妻を長女が引き取る話がでていたが、利用者の妻が世
間的にもそれはできないと断った経緯がある。その後長女も乳癌になり手術、今も通院して
おり、引き取るのは難しいと言っている。

　両側変形性膝関節症により筋力低下をきたし、排泄、整容、入浴に介助を要する。離床は
食事とおやつ時のみで、ほぼベッド上での生活である。また、高度難聴でコミュニケーショ
ンをとることが難しい。短期入所当初は介護に拒否を示し声を荒げての文句や介護者の手を
払いのける等の行為が出ていたが、最近は施設スタッフにも慣れ比較的落ち着いている。

本 人 の 状 況
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被 保 険 者 名

住 所

利用限度日数

生 年 月 日

被保険者番号

令和

香　美  太   郎

 明・大・昭 歳）

女・
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性別

認定有効期間

89

まで（

７８１
男

　香美市○○町１２３４番地５６

本人の意向

家族の意向

　特別養護老人ホーム○○○○園　 　12番目
今 後 の 方 針

R1.8

短期入所サービ
以外で検討した
サービス（有料
老人ホーム等も
あ れ ば 記 入 ）

　有料老人ホーム○○の利用料が比較的安価であり、利用者の年金で利用可能であり、長女
宅にも近いため申し込みしているが、こちらも１０名ほど入所待ちがある状況である。
　小規模多機能型居宅介護○○園に体験利用してみたが、他の利用者とのトラブルや本人の
強い拒否がみられ、数日興奮状態が続いたため利用はしなかった。

利用(予定)日数

20日

利用年月

　特別養護老人ホーム○○○荘　　　 10番目

利用年月 利用(予定)日数

R1.11 25日

R1.12

R1.5

利用(予定)日数

令和

　特別養護老人ホーム○○○○荘　　　4番目　　　　

　できれば、家にずっといたいが、特別養護老人ホーム○○○○荘の生活やスタッフにも慣
れてきたので、このまま特養に入所しても構わないと言っている。

　現在、短期入所を利用しながら、施設入所を待っているが、できれば短期入所で慣れてい
る、特別養護老人ホーム○○○○荘に入所できたらよいと思っている。

合計令和

利用年月 利用(予定)日数

12

利用年月

25日

20日

21日

18日 18日

20日

 主介護者の入院等で半数超となるような場合は、主介護者○○が退院し、状態がよくなったら、

通所介護等を利用しながら在宅サービスを継続していく予定等記載してください。  

記載例 


